
作業を終えて晴れ晴れした気分になりました !

真光寺川を清流にする会 山 日拓郎

今年も麻生総合高校の1年生26名が体験学習にやつてきました。麻生総合高校は2004年

柿生高校と柿生西高校が統合して新たにスタートした高校です。広袴公園から尾根一つ超した

川崎市麻生区にあります。秋の行事として高齢者施設、里山、スーパー等校外で体験学習を

することになつています。後日、感想文が送くられてきました。
,川の中にこんなにゴミが多くあるのかとびらくりしました。
'水は少しつめたかったが、作業を終えて清々した気分になりました。

・様々な生物が棲癌、していることに改めて驚きました。
,生物学が好きな僕にとつては楽しい時間でした。
,これからは地域貢献活動に参加したいと思います。

それぞれ感ずるところがあつたようです。何時までも忘れないでいてほしいものです。

tl l月l
13日 (日)清 掃作業

ていた事務局長の仕事を皆でどう手分けして分
担するかを話し合つてきた。冒頭の記事は山本
さんが担当される手筈になつていた。ところが11

月、山本さんの奥さんが緊急入院という思いが

けない事態が発生した。皆と相談して取り敢え

ず引き継ぎ時期を延期することになる。
14時から支所で印屈J・発送業務。山本、黒阿

野田、生江さん。鶴三小に前月返してもらつた

鳥の写真を届ける。宇都宮副校長が「子供た

ちがよろこぶでしょう」と早速廊下へ展示される。
夕方、魚民で一木会。黒日、桜井、生江、吉田

さん。会の当面の運営について話合う。

11日 (日)清 掃作業

鰻難款 水は冷たいが日射しは柔らかである。11

名参加。小魚が日だまり1こ群れている。下堰

橋のたもとで70Cmほ どのナマズを発見、悠々

と遊泳していた。例月に比しゴミは少なかった。

16日 (金)青 原都路から連絡
11月初旬、南東建との打合せにつきお世話し

て下さつた吉原都議に議事録を送付した。
その確認を兼ねて12月 27日 、南東建に伺うこ

とになる。

27日 (火)南 東建訪闘
9時半、南東建の玄関で吉原都議と待ち合

わせる。役所は御用納めのあわただしい気配。
3階の所長室に招じられる。今井所長から合意
書を頂き今後一層協力していくことを確認する。
吉原都議のご支援には感謝したい。

tl月l
10日 (火)里親通侶発行、一木会
いつもの通り14時から発行作業。山本、黒田

吉田、野田さん。出本さんの奥さんも退院され

た由先ずほ愁眉を開く。

18時から魚民で一木会。黒日、桜井、吉日さん

山本さんは出席できない。

今後の会の運営について話合う。

11日 (水)散 策とJパ ワー菱電所見学

1月は清掃作業ができないので、ヽ新年会を兼

ねてウォーキングをすることになつている。
9時30分能ヶ谷橋に集合。幸VW快晴で絶好の

ウォーキング日和である。

本隊は鎌倉街道ハヤの道から尾根道をたどつ

ることになつている。本隊と別れ真光寺川沿い

に歩き真光寺公園で合流することにする。広袴

公園は蒲々とした冬景色である。朝帥をすませ

帰ってきた鳥たちが日だまりにたむろしている。

浚操工事の効果か北側の部分は水が澄んで

いる。真光寺公園で本隊とどうにか合流する。

」パワー見学の約束時刻は11時である。予定

の時刻が迫つているので道を急ぐ。Jパワーは

昭和27年電源開発会社としてスタートしている。

西東京変電所は昭和31年 に竣工し、佐久間、

奥只見等阿賀野)|1水系で発電された電力を

京浜地区に供給している。多摩丘陵の頂上部

分を占め眺望がいい。晴れた日には数十キロ

離れた横浜辺りまで遠望できる。会議室で所長

から話を伺いコントロール室を案内してもらう。

本館前で記念写真を撮つて辞去。

サナトリュウムの奥にある真光寺川の源流の一

つを探索する。住宅地となりもう痕跡を止めてい

なかった。

小樽食堂に直行、冷えたビールで喉を潤し賑

やかな新年懇親会となる。

(この項おわり)

9曰 く水)里 親通信発行 ・一本会

14時から支所で里親通信発行業務。出本、

黒日、吉日さん。学校等へ配布、鶴三小で預

けていた鳥の写真を返してもらう。麻生総合高

校の体験学習の際使うためである。宇都宮副

校長先生から、子供たちに評判がいいので又

貸してほしいと要請される。
18時から魚民で一木会。山本、黒日、吉日、
岩上、桜井、久出さん。麻生総合高校体験講
座の分担、南東建との打合せ等について。

10日 (木)麻 生総合高校 ・体験学習
9:30村 瀬先生と生徒25名が、尾根を超え広

袴公園に元気な顔をそろえる。会からは山岡、
生江、桜井、吉田さんで迎える。

池が見渡せる展望デッキの上で挨拶を交わし

出岡さんから鳥と魚の話をしてもらうQ風 に写

真が飛ばされるハプニングがある。鳥を観察
しながら池を一周する。

谷戸の景色を楽しみながら下堰親水へ。それ

ぞれゴミ袋を手に測道のゴミを拾いながら歩く。
下堰親水から矢崎橋の間、500メートルの清

掃作業。結構ゴミがあるのに驚いている。

能ヶ谷いこい会館で一服。昔田さんから植物
の話、生江さんから水の話、熱心にメモを取り

ながら聞き入つていた。
12:30、晴々した表情で帰つて行つた。

快晴、風は少し冷たいが気持ちがいい。13名

参加。日だまりに小魚が大量に群れているのが

が見える。魚達にとってはこの気温がいいアン
バイらしい。作業中権現橋の下流で20Cmば

かりのモクズガニの死骸を発見する。カラスに

でもやられたのだろうか岩の上に横たえられて

いた。珍しいのでカメラにおさめる。

25日 (金)鶴 三小訪問
エコフェスタ実行委員会の広報部会を担当され

ている横田、瀬川さんを鶴三小に案内する。報

告書の取材のためである。毎年フェスタで、四

年生が「ゴミ研究」の発表をし関係者から高い評

寮急象&晶鼠   i蟹 危録テ翻
まれており「ゴミ研究」もその一環として位置ず

けられているようである。終わつて宇都宮副校

長の案内で体育館の正面に掲げてある校歌の

額を拝見する。谷川俊太郎作詞、山本直純作
曲である。親しみ深い素晴らしい校歌である。

112月 l
7日 (水)里 親通信発行 ・一木会

例年、里親通信1月号には会長が一年の活動
の回顧と次年度の展望を記述することになって
いる。以前から山本さんに会長交代をお願いし
ていた。ここ1年は山本さんが引き受けて下さつ

―


